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It is debated on how to develop global human resources. The Japanese government has discussed 3 components of 

global human resources. However, there is not a clear or certain way to develop global human resources. We achieved 

an approach in our educational practice. We point out that multi-cultural group work in class-share is an efficient 

approach. Based on the author’s previous research, we has constructed the process model (ASCI model) of 

multi-cultural group work. The author managed a learner-agency class in Kyushu University企om2014. The class 

consisted of both Japanese students and Chinese students. Since every student comes企omdifferent cultural and 

environmental backgrounds and m可ors,we define也isgroup work as multi-cultural group work. In the class the author 
managed, students acquired awareness through the rotation of group discussion, interviews, and writing articles. They 

found they renewed both linguistic knowledge and cultural knowledge. This acquisition and development of knowledge 

is referred to as self-renewal. We th血kthe progress of self-renewal is also knowledge creation at the same time. We 

found that self-renewal reflects也e3 components of global human reso町ces.We will continue to veri命 the

e貸出tivenessof this method and develop a method of assessment. 

1.はじめに

ヒト・モノ・カネ・情報などがかつてないスピードで地球規模にて行き交う「グローパル時代」

において、世界で活躍できる「グローパル人材」が強く求められている。例えば、パナソニックや

楽天といった多数の日本企業は、 「グ、ローパル採用枠」を設けて外国人を大量に雇用している。そ

の反面、日本国内の企業の多くが多文化のコミュニケーションの問題に直面しているのも事実であ

る。また大学の教育現場においては、 「留学生 30万人計画」の実現と、留学生を惹きつける魅力

ある大学づくりを目指して、国際化の拠点となる大学を選定し重点的な育成を行う「国際化拠点、整

備事業（グローパル30）」が平成21年度から実施された。さらに、文部科学省は平成24年「グロ

ーパル人材育成推進事業」を設けるなど、 「グローパル人材」の育成に力を注いでいる。文部科学
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省の「グローパル人材育成推進会議 中間まとめ」では、グローパル人材としての三要素は、 1.

語学力・コミュニケーション能力、 2.主体性・積極性、チャレンジ精神、協調性・柔軟性、責任

感・使命感、 3.異文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティとされている。また文部

科学省は、平成26年度「スーパーグ、ローパル大学創成支援」事業を創設し、全国37校程度を「ス

ーパーグローパル大学」に指定、大学教育のグローパル化を進めている。この政策は日本の大

学の国際競争力の向上をめざし、またグローパルな舞台で活躍できる人材を育てることを目的

にしている。企業の現状や文部科学省の政策から鑑みると、これからの大学は多文化共生の環境に

なっていくことが確実であると言える。他方、グ、ローパル人材育成には英語力を高めることが重要

だと言われるが、従来の第二言語教育および異文化理解教育ではグローパル人材を育成するには不

十分であると考える。なぜなら、そのような教育によって語学力・コミュニケーション能力および

異文化に対する理解は高まるであろうが、主体性やチャレンジ精神、協調性などグ、ローパル人材の

2番目の要素を高めることは難しいだろう。上記の三要素をバランスよく育てる「グ、ローパル人材」

育成のモデ、ルは未だに確立されていないのが現状である。

近年大学の教育現場ではグ、ループワークの実践と研究が盛んである。グループワークは平等な思

想、を育み、多様な現実と真理を理解する上で役立つ（DeVita, 2005）。また、グ、ループワークは自

他交流の促進、自己理解および自己開発の面において重要な役割を果たしていることが検証されて

いる（佐々 木， 2009）。異なる文化的背景を持つメンバーからなるグループは、「多文化グ、ループ」

と定義された（李， 2011）。多文化グ、ループは、グローパル人材が実際に働いている環境である（李，

2013）。しかし、多文化グ、ループワークに関する研究は特に日本国内では少ない。グローパル人材

の仕事の形式としての多文化グ、ループワークはどのような特質を持っているのか、またグローパル

人材育成にどのような働きを果たしているのかなど、未解決の課題が多く残されている。

本研究は，大学の教育現場で行なわれる活動型教育における多文化グループワークに着目し，そ

のグ、ループワークのメンバーで、ある学生の自己成長と，グローパル人材育成の三要素を結び付けて

考察し，多文化グ、ループワークの実効性を示すのが目的である。具体的には，九州大学の基幹教育

院で開講されている総合科目『知識創造のためのコミュニケーション』の事例研究である。大学の

教育現場で行なわれるグローパル人材育成のあり方の模索は、グローパル人材育成のモデ、ルの構築

に繋がる。この時代の要請に応える研究課題の一つで、あろう。

2.多文化グループワークのプロセスと特徴

筆者は、多文化グループワークによる学習活動を探究するために、細川他（2004）の教育実践を

事例研究1として参与観察した。細川教授が担当する総合活動型「考えるための日本語」クラスは観

察時点で受講者数 17人、その内訳は日本語母語話者 7人、非母語話者である中国・韓国・イギリ

スからの留学生 10人からなっており、日本語能力のレベルは中級または上級レベルだ、った。受講

者は国籍と学年のバランスをとって三つのグループに分かれ、担当教員の指定した「個人と社会を

結ぶ」というテーマで自由活動を行った。教室の中での議論と外でのインタビューの結果を新聞や

雑誌に作品化したグループや、教室で演劇を披露し、その感想についてアンケート調査を実施・分
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析してレポート集にまとめたグループもあった。この三つのグループワークを筆者が分析した結果、

学習者には「言語伝達」、 「言語能力」、 「行動規範」、 「自己認識」、 「社会認識」などにおい

て知識の変容が見られた（李， 2011；李， 2014; Li & Umemoto, 2013）。

筆者は、クラスの一員として、文化的・知的背景が異なる人々とコラボレーションし、議論を通

じて新たな知見が生まれた時、コミュニケーションの葛藤を乗り越えた時、気持ちが伝わらなくて

苦悶した時、これまで考え続けてきた言語と文化の統合教育について見直すことができた。言語と

文化は密接に関係しており、 「一つのコインの両面」 (Seely, 1984 ; Kramsch, 1998）とも言わ

れる。 Kramsch(1998）によれば、言語は現実世界の捉え方としての文化を表現し、会話のアクセ

ントやジェスチャーなども文化を体現しており、価値や社会的アイデンティティなどの文化を象徴

する。 「一つのコインの両面」という表現は、この言語と文化の分離不可能性を意味している。両

者は、セルフ・ナレッジ（言語的知識と文化的知識のそれぞれの構成要素からなる自分についての

知識）として一人ひとりの中で統合されている。 「言語と文化はコインの両面」というメタファー

の「コイン」とは、 「セルフ・ナレッジ」なのである。言語的知識と文化的知識は、セルフ・ナレ

ッジの異なる側面である（李， 2011）。言語的知識は暗黙的な要素として文化的知識を含んでおり、

暗黙的な文化的知識は言語的知識によって明示化されて効率的・効果的に共有される。多文化グル

ープのメンバーは言語文化を統合的に習得すると同時に、セルフ・ナレッジを豊かにしていく（李，

2011)。

総合活動型クラスにおいて学習者がどの程度セルフ・ナレッジを豊かにできるかは、グ、ループ

の活動のあり方に多くを依存する。グ、ループは「人が集まり、知識や経験、気持ちを共有する場」

（ホスピスケア研究会， 2005;p. 95）であり、グ、ループワークの最も基本的なプロセスは相互作

用である。相互作用は言葉や身振りのパターンを意味するだけではなく、スピーチや行動の形で

は表現されない思考プロセスや感情をも含んでいる。さらに、グ、ループの基礎を形成しているの

は「共有する」という考え方である。知識を共有するとき、同じ境遇の人々は互いに親近感を持

ち、他者の経験をあたかも自分自身のもののように受け入れる力を与えられる（ダグラス，2003）。

グループワークの相互作用には、 「場」が必要である。 「場」とは、人々が参加し、意識的・無

意識的に相互に観察し、コミュニケーションを行い、相互に理解し、働きかけあい、共通の体験

をする、その状況の仕組みのことである（伊丹・西口・野中， 2000）。知識創造の「場」をっく

りだし、それを活性化・持続化させ、他の「場」と連携し、知識変換プロセスをリード、促進し

ていくナレッジ・リーダーシップiiが求められている。

筆者は以上の視点に基づいて、特に複数の異なる言語と文化を持つ人々で構成されるグ、ループワ

ーク、すなわち、多文化グループワークの効果に注目し、多文化グループワークのプロセスモデル

ASCIモデ、ルを構築した（図 1を参照）。多文化グ、ループワークにおいては、個人レベルの暗黙的

な文化知識が言語化されることを通してグループで共有され、メンバー聞の統合によってグループ

レベルの知識が創られ、そして内省により内面化され新しい文化が再び個人レベルのものとなる。

つまり、教師とファシリテーターの促進のもとで行われている多文化グ、ループワークには、 「言語

化（Articulation）」→「共同化（Socialization）」→「統合化（Consolidation）」→「内面化（Internalization）」

のスパイラノレがある。
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一図 1 多文化グ、ループワークのASCIモデル（李， 2011)
多文化グ、ループワークでは、通常のグループワークよりもさらに高い語学力とコミュニケーショ

ン力が必要とされるため、参加者の主体性・協調性・チャレンジ精神などが育まれる。そしてこの

ような多文化コミュニケーションは、白文化（アイデンティティ）に対する深い気づきを与える（Li

& Umemoto, 2013）。また、教育の現場で実践されている多文化グループワークは社会のコミュニ

ティをシミュレートしたものであり、教室と社会のギャップを埋めることができると同時に、言語

能力、自己認識、社会認識、行動規範、帰属感、自己の位置づけというセルフ・ナレッジも豊かに

する（李， 2011 ; Li & Umemoto, 2013）。このように、多文化グループワークは語学力・コミ

ュニケーション能力だけでなく、グローパル人材に必要な要素の2と3の育成にもつながるものであ

り、多文化グ、ループワークにより上記の三要素がバランスよく育つことが期待できる。

3.九州大学基幹教育の事例研究

3.1.事例研究の概要

前節までに述べたように、多文化グループワークにおけるグローパル人材としての三要素の獲得

を、知識の視点で分析することは有効だと考える。現在までの研究で、筆者は、大学の教育現場に

おける多文化グループワークを知識の創造・共有・活用の視点から考察し、グ、ループメンバーの言

語・文化に関する知識変容のプロセスおよび教師・ファシリテーターの役割を明らかにした。さら

に、 ASCIモデ、ノレ（図1参照）に基づいて、留学生と日本人学生のClassShare （混成クラス）で多文

化グループワークを行なう教室をデザインし、 2014年度より九州大学の基幹教育の総合科目『知識

創造のためのコミュニケーション』を開講した。

「人はだれしも、この世界とつながろうとして知識を蓄積し、再生産を繰り返しながら環境の変

化に対応していく。そのプロセスは知識創造である。知識創造を支えているのはコミュニケーショ

ンである」 （シラパスによる）。受講生はほぼ学部一年生のため、これまでの受験勉強中心の学習

スタイルと大きく異なる活動を急に始めるのは多少の弊害を伴うのではないかと考え、講義型と活

動型を合体させた実践を行った。まず、 5回目までの講義で、知識の観点から「言語」・「文化」

「コミュニケーション」それぞれの概念およびそれらの関係、そして活動型授業の進行のあり方お
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よび活動型授業に参加するにあたって求められる自律学習のやり方等について講義した。教師側の

意図は、 「正解のない問題」に学生に慣れてもらい、議論のウォーミングアップを目指すことであ

る。その後6回目から15回目にかけては、学習者が自分の将来や職業などを構想し、この世界とつ

ながるにはどのように知識創造をしなければならないかについて議論していくという枠組である。

そして， ASCIモデルに基づいて以下の流れでグループワークが行なわれるようにデザインした（図

1参照）。まず「世界と繋がるとはどんな意味か」について議論をさせ、各グループが自分たちの

活動テーマを見つける（ASCIモデルの「言語化」 「共同化」に当てはまる）。次に、 「世界に繋が

るためにどうしたらいいか」という問いから得たグ、ループごとの活動テーマに沿って、インタビュ

ーやアンケートなどの調査方法によって何らかの答えを明らかにする（ASCIモデルの「言語化」「共

同化」に当てはまる）。その調査結果に対して、 「自分はどう捉えるか」という課題で、クラスの

テーマを再度学生に戻す。自分の考えたこと、グループで調査した結果、そして皆で議論したこと

を統合して、自分としてはどんな認識が生まれたか考える段階である（ASCIモデ、ノレの「統合化」に

当てはまる）。最後に、このクラスを通じてどんな「自己成長」が達成できたか内省させる（ASCI

モデ、ルの「内面化」に当てはまる） （図2参照）。
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図 2 クラス活動の流れ

本論文が事例研究とした2014年度後期クラスの構成はメンバー22人（日本人学生14人、中国人留

学生8人）であり、国籍、学部、性別などのバランスが取れるように四つのグループに分かれた（次

頁図3参照）。これらの四つのグ、ループはそれぞれ以下のような活動を行なってきた。 Aグ、ループは

まず「世界とは何ですか？」 「どんな時もっとも繋がっていると感じますか？」について考えて議

論し、その後「世界とつながる手段はなんですか？」という問いについて留学生と日本人学生を対

象に50人ずつアンケート調査を実施した。回答は上位から①SNS、②芸術（音楽、絵画を含む）、

③しゃべること、④本であった。 Bグループは「世界」とは何を指すのか、つまり「世の中」なの

か「グローパル社会」なのかについて議論し、世界とは結局「2人以上の人が集まって相互に結び

つけばそれが社会」であり、 「社会とつながっていくには」人付き合い、つまり「コミュニケーシ

ョン」が必要という結論になった。ここから、年代（上・下・同年代）と国（外国・国内）の視点、

で人とのコミュニケーションをうまく取れるように「初めて会う人に近づくためには、どんな話

題？」という聞いについてアンケート調査を行なった。Cグループは議論を通じて「今世界ではLINE

やFacebookなどの様々なSNSが利用されているから色々な世界の近況や情報を得ることができる。

つまり世界はSNSによって繋がっている」という結論にたどり着き、 SNSと世界の関連性について

① 
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調査を行なった。 Dグループは「世界につながるものって何だろう」、 「言語、言葉をこえるもの

とはなに？」という問題を考えた。パックグラウンドの異なるメンバーから挙げられた結果は「音

楽、映画、アニメ」だ、ったため、 「世界につながっていくものはメディア（音楽、映画、アニメな

ど）である」という仮説を立ててアンケートやインタビュー調査で検証した。

・日本人学生： 14名一年生

文学部、理学部、工学部

医学部、芸術工学部

経済学部

．中国人留学生： 8名

大学院の交換留学生：4名

研究生： 4名

図 3 2014年度後期「知識創造のためのコミュニケーションJクラスの構成

(Jは日本人学生、 Cは中国人留学生を表す）

全てのアンケート調査とインタビューは課外活動として行なわれ、授業の場はグループでの議論

や、クラスへの報告の時間に充てた。課外活動の多さから、クラスで情報共有ができるように、筆

者がFacebook上で当科目のコミュニティを作成し、毎回の進捗状況を報告するよう義務付けた。ま

た毎授業後、学生の「気づき」をアンケートに記入させ、さらに中間レポートと期末レポート、グ

ループ発表を課した。科目担当教員（筆者）は全受講生からデータの使用許諾を得た。

3ムClassShareクラスにおけるメンバーの自己成長

日本人学生と留学生の ClassShareについて、従来の研究では、留学生は日本人学生との協働活動

を通じて日本語力および日本文化社会への理解度が高まるのに対して、日本人学生は留学生の学習

を促す補助役を務め、自他の文化への学習の動機付けと留学生への支援意欲が高まったという報告

が得られている（高演・田中， 2007；園田・他， 2006）。しかし筆者は、日本人学生は留学生

の単なる補助役ではなく、留学生と同じような主体的な参加者であると位置づける。その上で日本

人学生が ClassShareでグループワークを通じて何を学び、どのように成長しているかという、日本

人学生を含めた学生全員の自己成長について考察を進める。

予想したとおり、ほぼ全員の留学生が日本語力の向上、つまり日本語の表現が豊かになり、語葉

量と会話力が上がったとレポートに書いた。一方日本人学生の自己成長に関して、予想外のコメン

トがあった。 「最初にこの少人数セミナーを選んだときタイトルからしてなんかいっぱい話し合っ

たりするだけで正直そこまで面白くないんだろうな」と思ったが、 「しかし、実際に活動に取り組
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んでみると個性豊かなグ、ループのメンバーに恵まれとても有意義な少人数セミナーの活動になっ

た」 (CグループIさんのレポートによる）。日本人学生はまず、留学生の必死に授業に取り組む

意欲に感心しており、そこから「自己認識j の変容が見られた。

中国人留学生たちは、日本語をある程度は話せるが、流暢と言えるほどではない。しか

し、必死に議論に取り組み、また自分自身の考えを私たちに伝えようと日本語で、頑張って

話してくれる。その姿には、私は毎回圧倒される。その姿はグローパル社会といわれる現

代において大切であると思う。私も彼女たちを見習って、もっと外国語の勉強を頑張ろう

と思う（Aグループ Fさんの期末レポート）

最初は、話し合いの時、他の皆に比べて私の発言は少し少なかったように思えるのだが、

毎週話し合いを行うなかで、だんだんと発言が増えてきた。この授業のおかげで、発言に

対する苦手意識も前よりはなくなってきたように思う（Cグ、ループMさんの期末レポート）。

また、コミュニケーション・スキルの向上が履修の目的だとアンケート調査に書いた学生が多か

ったが、コミュニケーション・スキルについての理論的な説明は、この授業では一切触れなかった。

協働で課題を完成させることを通じてコミュニケーションについて考えさせ、そのスキルを体得し

てもらう意図があったためである。 「文化の違いや言語の違いというのは確実に存在するものなの

で、その辺りも気を使うポイントだ、ったかなと思う。 （授業が）終わった今ではそのようなことは

微塵も感じない。そして、何回か授業に参加し、接する機会が増えるにつれて文化や言語の違いも

あまり感じなくなった。」 (Dグ、ループKさんの期末レポート）、 「人の意見を聞いたり考えたり

してまた発言するようになった」 (DグループKさんの中間レポート）、 「言い換えたりして、ジ

ェスチャーによって話が通じた人の話を意識的に待てるようになった（Aグ、ループFさんの中間レ

ポート）」という学生もいた。

さらに、 「正解のない問題に取り組むということをあまりやってこなかった自分にとってこの講

座は新鮮だ、った」 (Bグ、ループKさんの期末レポート）。また、今まで「当たり前」と思い込んで

いたことを考え直すきっかけにもなった。「今まで自分が常識だと思っていた行事や行動について、

留学生の人と話してみると、それが日本独特のものだ、ったことがわかったりした」 (Dグループの

Kさん期末レポート）。

クラス全員の自己更新、学生のセルフ・ナレッジの更新を明らかにするために、当クラスで得た

質的データを修正版グラワンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）の手法で分析した。まず、

テキストデータをオープンコーディングし、次に、コーディングによって生成された概念を「言語

力」、 「言語伝達」、 「社会認識」、 「自己認識」、 「『当たり前』を見直す」、 「コミュニケー

ション・スキル」、 「調査法の学習」などのカテゴリーにまとめた（次頁表 1を参照）。これらの

概念は、日本人学生を含めた学生全員がグループメンバーとの協働活動を通じて得たセルフ・ナレ

ッジの変容であり、自己成長の概念である（李， 2015）。
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表1 学生の自己成長（Jは日本人学生、 Cは中国人留学生を表す）

セルフ・ナレッジ 内容 コード

個人レベルの言語 言語力 ・日本語は難しい J 

的知識 ・日本語の表現、若者言葉、方言を学んだ c 

－聴解力・語葉量・会話力がよくなった c 

集団レベルの言語 言語伝達 ・日本語をいかに簡単に話すか、相手に伝わるかを

的知識 深く考えさせられた J 

－言葉は目に見えないものであるのに目に見える形

で人に影響を及ぼす J 

個人レベルの文化 社会認識 －自文化に誇りを持ちつつ、異文化を尊重 J 

的知識 自己認識 －性格がちょっと明るくなった J 

『当たり前』を見直 ・この授業を受講して今考える、わたしにとっての

す ことばや文化というものはある適用範囲内での

「あたりまえ」 J 

コミュニケーショ ・言い換えたりして、ジェスチャーによって話が通

ン・スキル じた人の話を意識的に待てるようになった J 

－相手の意図を考えるようになった J 

集団レベルの文化 社会認識 －体の中に直接日本の文化として吸収された暗黙知

的知識 だ、った J 

「当たり前」を見直 －謙遜な意識があるから、日本人はよく授受関係の

す 表現を使う c 

・文化は便利な言葉だけれど奥が深くて難しい J 

コミュニケーショ ・コミュニケーションは、ことぱなしの身振り、表

ン・スキル 情、声などのみの世界だから、むしろことばは「伝

える」手段としては弱し、ものなのかもしれない J 

・互いの共通点をさがして、それを切り口として話

をする c 

帰属意識 －グループで良い人間関係ができた J 

その他 調査法の学習 ・アンケート調査のやり方はよくわかった J 

① 



電
E

・E・－E
・E・－a

司－
v

．
 

基幹教育紀要 W叫｜

4.考察

3節で述べたように、従来日本人学生は留学生学習の補助役と報告されていたが（高演・田中，

2007；園田他， 2006）、クラスの実際の活動を観察すると、留学生も日本人学生もグ、ループの一員

として平等に参加していた。留学生は言語力の向上と自己の文化の気づきについて意識した。それ

に対して日本人学生は、自己認識・社会認識や自分と他者の関係およびメタ認識において、多くの

気づきを得、自己成長につながっている。前節では、 「個人レベルの言語的知識」、 「集団レベル

の言語的知識」、 「個人レベルの文化的知識」、 「集団レベルの文化的知識」と四つのカテゴリー

に学生の自己成長をまとめた。李（2011)によると、言語的知識とは、ある言語の文法、語葉の意

味、語葉の使い方についての知識、読む・書く・話す・聞く能力、言語で表現され記憶されている

知識であり、文化的知識とは、自分をどう見ているかという自己認識、世界をどう見ているかとい

う世界観、どう行動しているかという行動的慣習、どう行動すべきかという行動的規範である。本

事例では、言語的知識における自己成長は、留学生の日本語力の向上だけではなく、日本人学生の

「日本語が難しい」という見直し、また言語伝達の視点から、言葉とはどんなもので、どのように

使ったら伝わるかについて議論し考えが深まった点に見られる。文化的知識における自己成長とし

ては、自文化に誇りを持ち、他文化を尊重する見方が生まれ、そして行動規範としてのコミュニケ

ーション・スキルの上達も見られた。これはまさにグローパル人材育成の「3.異文化に対する理

解と日本人としてのアイデンティティ」を反映している。本クラスにおける学生の自己成長は図 4

でまとめる（図4を参照）。

［

m
 

図 4 Class Sh紅巳クラスにおける学生の自己成長

これまでの活動型教育（細川、 2002；細川、 2007）に対し、本事例における講義型と活動型の合

体の形は新たな試みである。受験勉強中心の学習を脱出したばかりの大学一年生、講義中心の海外

の日本語教育の現場から日本に来たばかりの留学生の双方にとって、講座前半部の講義型は「正解
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のない問題」が学生に議論の素材として提供されることで、本格的なグループワークのウォーミン

グアップとなった。同時に、いわゆる「グローパル人材」に必要なコミュニケーション能力につい

て、難解な理論に触れずに実践を通じてそのスキルを身につけることが本講座のもう一つの特徴と

いえる。 「講義を受けて、コミュニケーションがどれだけ大切かを学んだ。 （中略）グループ討論

のときはメンバー全員が自分の考えや意見を自由に述べ、たくさんの情報がグ、ループ内で、行き交っ

た。そしてそれらの情報をみんなでまとめてテーマへの結論をっくりだすことができた。これこそ

が『知識創造のためのコミュニケーション』といえる」（CグループAさんの期末レポート）。「『知

識創造のためのコミュニケーション』と聞くととても複雑で難しいものに思われる。しかし講義を

通して、私たちが普段から行っていることが「知識創造のためのコミュニケーション」となりうる

のではないか」 (AグループYさんの期末レポート）。このような多文化グ、ループワークはクリエ

イティブな議論力、クリテイカノレな思考力の鍛錬の場となり、グローパル人材育成という観点から

今後ますます必要となる。

5.おわりに

異文化理解を求めてこのクラスを受講した日本人学生は、実際は前頁図4のような様々な知を獲

得し、予想していなかった自己成長を行なっている。また言語・文化という問題以前に、人間とし

て他者に接することが大切だと気づき、言語・文化の違いこそあれ本質的な部分では共通している

という結論にたどり着いた。議論というコミュニケーションによって、より多くの知識を生み出す

ことができる。そして、このような知識創造の方法は、生涯考え、実践する価値がある（学生Tさ

んの期末レポート）。今回の教育実践はわずか 15週間であり、学生がどの程度「グローパル人材」

に近づいたか明確に示すことはできないが、グローパルの三要素、つまり「1.語学力・コミュニ

ケーション能力、 2.主体性・積極性、チャレンジ精神、協調性・柔軟性、責任感・使命感、 3.異

文化に対する理解と日本人としてのアイデンティティ」のいずれもこのクラスに反映されていると

言えよう。

「講義型」教育は長期にわたり主流として行われてきたが、多文化グループワークを行なう活動

型教育は、これからもグローパル人材育成の教育現場で、徐々に主流教育のシステムに浸透していく

と考えられる。今後とも実践的に研究される必要がある。 100%の活動型の実践は学習者にとって

もまだなじみがなく、教育現場の運営者と実践者にとっても困難な活動である。このような状況の

中で、折衷案としての活動型＋講義型の授業が現実的な提案であることが経験的にわかった。

最後に、今後の研究への示唆として以下の点を挙げたい。本研究の基礎となった、グローパル人

材育成に有用な多文化グループワークのASCIモデルは、ビジネスや科学技術など他の分野で説明で

きるかを検証する必要がある。また、教育現場での現実的な問題点として、評価方法が不明瞭であ

ることが指摘できる。さらに、多文化グ、ループワークを通じて知識がどの程度豊かになったか、評

価・測定する方法の検討・構築も求められよう。
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i 2010年 4月より 7月まで、早稲田大学のオープン科目・総合活動型クラス「考えるための日本語J （細川

英雄教授担当）、およびそのクラスを研究する同大学日本語教育研究科修士課程学生を対象とする「実践研

究 llJを参与観察し、学生とファシリテーターを対象にアンケート調査とインタビューを行った。 BBS（電

子掲示板）の書き込み、受講生全員のレポートおよびファシリテーターの観察誌なども収集した。以上のテ

キストデータを、質的データ分析ソフトウェア MAXQDAを使って分析することで、多文化グ、ループワーク

のプロセスと共に、そこでの教師とファシリテーターの役割を解明し、 「セルフ・ナレッジを豊かにする一

多文化グ、ループワークにおける知識プロセス 」という博士論文をまとめた。

「ナレッジ・リーダーシップ」はナレッジ・マネジメント（知識経営）分野のコンセプトであり、知識創

造を促進するリーダーシップという意味で使われている。本稿では言語教育と結びつけて考えたい。
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